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6 Hepaticperibiliarycystのl例
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症例は74才,男性.

【既往歴】当院泌尿器科にて前立腺癌のためホ

ルモン療法中.

【主訴および現病歴】2005年 9月当院内科にて

2型進行 S状結腸癌と診断.CTにて肝左葉の肝

内胆管拡張を認め,ERCPにて肝左葉 B3に狭窄

機転を指摘 されたが,明らかな腺癌はなかった.

胆汁細胞診はciassIであった.

【術中所見】12月手術施行.術中USにて肝左

葉の著明な肝内胆管拡張を認めたが,転移性腺癌

や肝内胆管癌の所見は認めなかった.S状結腸切

除術と肝左葉切除術を施行した.

ト切除標本および病理所見】肝 B3に 1及× 9

mmの単発のperibiliaryeystと診断された,

【まとめ】比較的稀な肝 paribiliarycystの症例

を経験 したため報告する.
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【背景と目的】ExpandableMetallicStent眼 下

EMS)は種々の改良を重ね悪性胆道狭窄に対す

る治療として有効で安全な方法の一つとして普及

してきた.しかし,従来のベア-EMSでは腺癌

の内腔進展に伴う再閉塞が避けられない問題であ

った.近年,素材の進歩や操作性の改善により

様々なカバー ドEMSが考案され 当科でも過去

の検討 をふ まえ悪性胆道狭窄に対 しカバー ド

EMS留置を中心に使用している.今回,当科カバ

- ドEMS症例において開音期間や最終開存率を

検討し,当科で経験 したベア-EMSとの対比も

行ない検討する.

【対象と方法】2005年 5月より2007年4月まで

の 2年間でカバ- ドEMSを実施 した悪性胆道狭

窄について検討.17例について検討.内訳は男性

8例,女性 9例の計 17例.平均年齢 70.8歳.胆管

癌 15例,聯癌2例,胆嚢癌 5例.経皮経肝留置は

15例,経十二指腸乳頭留置は2例.EMS留置日

を起算開始とし黄痘再燃または死亡までの開存期

間についてKaplan-Meier法による解析を行っ

た.

【結果】50%開存期間が96日.当科でのベア

EMSの疾患群自体の生存期間の影響で開存期間

は劣っているものの生存期間中における開存率は

93.7%ではるかに効率であった.EMS留置時の

重篤な合併症は認めなかった.

【考案】悪性胆道狭窄に対する治療としてカバ

ー ドEMSは有効で安全であり,再開塞,再黄瞳

の阻止により終末期の QOL向上に著しく貢献す

るといえる.

8 高位合流に乳頭機能不全を合併 した1例

福成 博幸 ･佐原 八乗 ･岡島 千怜

樋上 健 ･設楽 兼司 ･林 哲二

県立十日町病院外科

症例は79歳,男性.既往歴にH17.4偽院にて

上行結腸憩室炎,胆石症に対してIAC (Rt.colec-

tomy)+hpachole施行 H19.6上腹部楓 肝障

害精査加療目的に紹介入院.WBC10300.AST

431,ALT218,AL㌣780, γ-GTP1040,T-BIL

2.97,D-BILl.80CTにては総胆管の軽度の拡張

を認めるものの,明らかな腺癌性病変は認めず.

MRCPでは輝管との合流部より上方の下部胆管

に硬化 ･狭小を認めた.GTFでは乳頭は正常で憩

室も認めなかった.この時点でSOD (Sphincter

ofOddiDysfunction:乳頭括約筋機能障害)を疑

い,ERCP(その後 ENBDorERBDorEST)杏

tryするもdeepcanulat主onが行えず PTCDを施

秤.FrCDからの造影では輝管が造影され,その


